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8３ 

１
創
設
前
後
の
こ
と

漱
打
門
下
の
逸
材
で
英
文
学
者
の
野
上
戦
一
郎
博
士
二
八
八
三
’

一
九
五
ｇ
は
、
一
九
○
九
年
（
明
治
四
二
）
法
政
大
学
就
任
以
来
、
予

科
鐘
・
学
監
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
六
年
二
月
学

長
に
選
ば
れ
、
翌
年
三
月
に
総
長
に
就
任
し
、
戦
後
の
復
興
と
教
学
改

革
に
尽
力
し
、
一
九
五
○
年
二
月
、
病
い
の
た
め
現
職
の
ま
ま
急
逝
す

る
ま
で
、
法
政
大
学
の
発
展
に
心
血
を
注
い
だ
。

博
士
は
専
攻
す
る
英
文
学
方
面
に
数
々
の
業
績
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、

高
浜
虚
子
に
誘
わ
れ
て
青
年
時
代
に
出
会
っ
た
能
楽
に
感
銘
を
受
け
、

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
は
、
二
○
○
二
年
四
月
、
創
設
五

１
周
年
を
迎
え
た
。
各
櫛
の
記
念
邪
業
や
行
事
も
、
学
内
外
の
関
係
機

関
の
ご
協
力
．
ご
支
援
を
得
て
、
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
係
各
位
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
備
り
し
て
鯨
く
御
礼
巾
し
上
げ
る
。

以
下
、
五
十
年
の
歩
み
を
略
述
す
る
か
た
ち
で
、
研
究
所
の
こ
れ
ま
で

の
主
な
活
動
と
五
十
周
年
記
念
瓢
業
や
行
事
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を

ご
報
告
申
し
上
げ
る
。

能
楽
研
究
所
五
十
年
の
歩
み

ｌ
創
設
五
十
周
年
記
念
行
事
を
終
え
て
Ｉ

爾
来
、
研
究
対
象
を
ほ
と
ん
ど
能
楽
に
絞
り
、
ギ
リ
シ
ア
劇
か
ら
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
ま
で
、
西
洋
減
劇
に
桁
し
い
立

場
か
ら
、
斬
新
な
視
点
で
独
創
的
な
研
究
を
次
々
と
発
表
し
、
能
楽
研

究
に
新
分
野
を
開
拓
し
た
。
師
の
漱
石
と
同
じ
く
ワ
キ
方
下
掛
宝
生
流

の
謡
を
嗜
む
か
た
わ
ら
、
新
時
代
の
能
楽
の
在
り
方
に
心
を
配
り
、
そ

の
啓
蒙
と
餅
及
に
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
海
外
へ
の
紹
介
に
も
熱
心

な
実
践
家
で
も
あ
っ
た
。
、
九
二
八
年
（
昭
和
一
二
）
外
務
省
か
ら
欧
米

諸
大
学
へ
派
近
さ
れ
た
の
も
能
楽
に
関
す
る
識
義
の
た
め
で
あ
っ
た
。

夫
人
は
作
家
の
野
上
弥
生
子
氏
で
あ
る
。

総
焚
就
任
後
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
能
楽
と
い
う
日
本
の
質
重
な
文

化
財
に
学
的
検
討
を
加
え
よ
う
と
い
う
術
想
の
も
と
に
、
ま
ず
文
学
部

内
に
能
楽
研
究
室
を
設
け
、
一
九
四
八
年
、
能
楽
研
究
家
の
田
中
允
氏

（
当
時
三
十
四
歳
）
を
文
学
部
助
教
授
と
し
て
招
き
、
盗
料
の
蒐
集
と
調

森
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
が
、
そ
の
業
が
軌
道
に
乗
ら
な
い
う
ち
に
病
没

し
た
の
で
あ
っ
た
。
享
年
六
十
七
。

し
か
し
、
博
士
の
志
は
大
内
兵
衛
総
長
ら
理
事
会
に
よ
り
継
承
さ
れ
、

学
内
外
に
お
け
る
博
士
の
功
紋
を
記
念
す
る
蛎
業
と
し
て
能
楽
研
究
所

西
野
春
雄
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8４ 
の
設
立
を
決
定
し
、
能
楽
研
究
の
発
展
と
能
楽
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
五
二
年
四
月
、
我
が
国
初
の
能
楽
研
究
所
が

鍵
生
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
前
図
書
館
長
で
野
上
総
長
と
親
し

か
っ
た
艸
本
健
作
文
学
部
教
授
（
鞭
名
・
青
木
健
作
）
が
所
長
に
就
任
し
、

奨
学
の
立
場
か
ら
能
楽
論
に
も
関
心
の
深
い
文
学
部
腱
の
谷
川
徹
二
教

授
、
世
阿
弥
能
装
備
研
究
で
著
名
な
西
尾
実
文
学
部
教
授
、
狂
一
一
同
研
究

の
第
一
人
者
の
古
川
久
東
京
女
子
大
学
教
授
、
稀
外
Ⅱ
の
陣
捜
で
知
ら

れ
る
川
巾
允
助
教
授
が
所
貝
、
呼
任
研
究
助
手
が
衣
埖
氏
、
専
任
躯
務

職
が
伊
藤
千
里
氏
で
あ
っ
た
。
ま
た
顧
問
と
し
て
、
有
識
者
の
安
倍
能

成
・
小
衞
戦
隊
・
野
上
弥
生
卜
・
岼
々
村
戒
式
・
能
勢
帆
次
の
派
氏
が

就
任
し
た
。
場
所
は
、
第
一
校
舎
前
の
研
究
室
棟
２
階
の
』
室
で
あ
っ

た
Ｃ

２
資
料
蒐
集
と
研
究
・
調
査
活
動

設
立
趣
意
苔
に
、
能
楽
研
究
所
の
創
設
は
「
新
日
本
建
設
に
一
つ
の

礎
、
を
柴
」
き
―
「
世
界
の
文
化
に
日
本
人
の
立
場
か
ら
面
献
」
し
、

「
ひ
ろ
く
世
界
の
要
望
に
も
答
へ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
た
だ
に
故
人
の

徳
を
蹴
彰
す
る
こ
と
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
大
学
の
存
在
に
も
一

つ
の
怠
綻
を
Ⅲ
へ
る
も
の
」
と
綱
っ
て
い
る
。
繊
後
の
新
時
代
の
風
を

感
じ
さ
せ
る
文
言
で
あ
る
が
、
今
ま
さ
に
能
楽
は
世
界
の
無
形
文
化
遺

瀧
と
し
て
注
Ⅱ
さ
れ
て
お
り
、
設
立
野
時
の
圃
際
悩
勢
を
考
え
る
時
、

い
ち
は
や
く
「
世
界
の
中
の
能
楽
」
を
見
据
え
た
宣
言
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
大
学
財
政
の
苦
し
い
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
断
さ
れ
た

先
人
た
ち
の
先
見
の
明
に
、
深
い
感
謝
の
念
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
四
月
、
五
三
年
館
（
大
学
院
様
）
が
落
成
し
、
五
一
一
号

室
に
移
転
。
広
さ
は
普
肱
と
雅
川
で
三
四
平
〃
メ
ー
ト
ル
と
か
な
り
狭

い
。
翌
年
三
月
、
井
本
所
長
が
退
職
し
、
後
任
に
谷
川
徹
一
二
文
学
部
長

が
就
任
。
同
年
七
月
に
は
、
井
本
所
奨
退
職
記
念
一
蔵
諜
Ⅱ
録
附
解

題
」
（
表
軍
縮
）
を
刊
行
し
た
。
当
時
の
職
牌
は
約
三
千
冊
。
な
お
、
一

九
五
五
年
四
月
、
理
事
会
は
「
能
楽
研
究
所
規
定
一
を
改
定
し
、
文
学

部
付
紐
の
研
究
所
に
改
め
、
文
学
部
長
が
能
楽
研
究
所
の
所
腿
を
兼
務

す
る
形
が
続
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
八
年
四
Ⅱ
、
文
学
部
付
置
を
離

れ
、
他
の
研
究
所
と
同
じ
く
独
立
の
研
究
所
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
・

役
立
趣
意
普
に
示
さ
れ
た
当
面
の
事
業
計
画
は
次
ご
と
く
で
あ
っ
た
。

｜
研
究
上
の
計
画

肚
阿
弥
蛎
典
・
能
楽
伽
典
の
編
纂
、
能
楽
溢
科
雌
僻
の
刊
行
、
廃

曲
を
網
羅
し
た
謡
曲
全
集
の
刊
行
、
狂
言
本
文
の
刊
行
、
能
楽
関

係
文
献
綜
合
目
録
の
編
纂
。

二
資
料
上
の
計
画

イ
文
献
的
資
料
の
蒐
集
（
能
楽
に
関
す
る
古
写
本
・
古
版
本
・
図

録
・
が
典
・
内
外
活
版
本
・
そ
の
他
）

ロ
減
出
と
の
涜
科
の
蒐
集
（
能
楽
に
関
す
る
面
・
装
束
・
楽
器
・

そ
の
他
司

三
普
及
上
の
計
画

旗
能
会
・
講
演
会
の
開
催
、
新
様
式
能
の
試
演
ご

実
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
真
っ
先
に
取
り
細
み
雌
も
力
を
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注
い
だ
の
が
、
研
究
の
基
礎
と
な
る
文
献
資
料
の
蒐
集
と
、
全
国
各
地

の
諦
家
・
論
機
関
が
所
職
す
る
能
楽
溢
料
の
調
森
・
蝿
影
、
お
よ
び
写

典
に
よ
る
収
集
で
あ
る
。
鯛
来
、
鯆
志
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
剛
、
関
係

機
関
の
ご
文
援
、
大
学
当
局
の
剛
解
を
僻
て
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

九
州
ま
で
、
能
楽
資
料
の
綱
盗
を
続
け
、
資
料
の
蒐
集
腱
備
と
充
突
に

努
め
た
結
果
、
蔵
脅
は
現
在
、
約
四
万
冊
を
数
え
、
質
危
と
も
に
他
に

獅
を
見
ぬ
も
の
と
な
っ
た
。

能
楽
資
料
の
調
奔
と
写
真
に
よ
る
蒐
集
の
成
果
は
箸
し
く
、
閲
覧
者

は
鵬
な
が
ら
に
し
て
古
今
諸
流
の
謡
本
・
雛
蘭
本
、
霊
川
か
ら
現
代
ま

で
の
能
楽
伝
勝
や
史
料
、
貯
組
・
雑
継
な
ど
を
綱
く
る
こ
と
が
で
き
る
（
）

一
方
、
主
と
し
て
喪
所
員
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
闘
在
が
機
縁
と

な
っ
て
、
購
入
の
形
で
は
到
底
入
手
不
可
能
な
、
ま
と
ま
っ
た
能
楽
漬

料
の
寄
蛎
や
寄
託
も
相
次
い
だ
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
宝
生
流

謡
本
を
は
じ
め
能
楽
図
沸
出
版
の
老
舗
わ
ん
や
悲
府
主
で
、
一
九
兀
七

年
か
ら
研
究
所
の
柧
問
で
あ
っ
た
江
川
伊
兵
衛
氏
（
．
八
九
五
１
．
九

七
江
｝
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
鴻
川
文
脈
」
の
寄
蝋
で
あ
る
．
江
烏
氏
没

後
の
一
九
七
六
年
、
古
今
の
能
楽
資
料
約
．
〃
点
を
越
え
る
当
代
雌
比

の
蔵
書
が
、
ご
遺
族
の
ご
高
配
に
よ
り
本
学
に
寄
囎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
十
月
に
は
一
刎
山
文
庫
」
受
贈
と
、
創
設
二
十
五
周
年
を

記
念
し
て
「
能
楽
資
料
展
」
（
及
び
識
減
会
）
を
開
雌
し
、
研
究
所
の
蔵

井
浅
科
の
充
実
ぶ
り
を
学
内
外
の
万
々
に
凡
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
寄
祇
さ
れ
て
い
た
奈
良
旗
山
寺
蔵
金
作
家
Ⅲ
伝
文
諜
「
般
燐

窟
文
庫
」
（
約
二
千
点
）
が
一
九
八
一
年
六
月
に
松
本
実
道
智
艮
の
格
別

の
ご
配
慮
で
譲
渡
さ
れ
た
。
同
じ
く
寄
託
さ
れ
て
い
た
、
小
鼓
観
世
家

の
後
喬
で
千
歳
市
在
住
の
服
部
康
治
氏
ご
所
蔵
の
小
鼓
観
世
家
伝
来
文

書
一
観
世
新
九
部
家
文
庫
」
（
約
七
百
点
）
も
一
九
八
八
年
三
月
に
寄
蝋

を
受
け
、
研
究
所
の
蔵
普
は
格
段
に
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
所
で
は
、
設
立
判
初
か
ら
流
派
を
超
え
た
公
的
研
究
機
関
と
し

て
の
役
判
と
機
能
を
果
た
す
べ
く
枡
肋
し
て
い
る
。
一
九
六
六
年
（
昭

和
四
十
二
ト
ー
川
に
発
足
し
た
「
能
楽
懇
談
会
」
（
初
代
代
表
・
古
川

久
所
員
｝
の
事
務
局
が
研
究
所
内
に
置
か
れ
た
の
も
そ
れ
を
物
語
る
で

例
で
あ
る
。
こ
の
粘
神
は
、
専
任
が
所
員
二
名
・
事
務
職
一
名
〈
ほ
か

に
兼
征
所
只
二
～
川
名
、
迎
徽
委
貝
川
名
｝
と
い
う
少
数
の
ス
タ
ッ
フ

な
が
ら
現
在
も
堅
持
し
て
お
り
、
術
に
溢
料
公
開
の
粘
神
を
拭
き
、
附

か
れ
た
研
究
所
を
Ⅱ
指
し
て
い
る
。
所
口
は
ま
た
学
部
や
大
学
院
の
授

業
も
担
当
し
、
教
育
面
に
も
〃
を
桃
ぐ
と
と
も
に
、
研
究
所
花
催
の
研

究
会
を
開
き
、
若
手
研
究
稀
の
育
成
や
後
進
の
指
導
に
も
努
め
て
い
る
。

３
能
楽
資
料
集
成
と
紀
要
の
発
行
、
社
会
へ
の
貢
献

と
こ
ろ
で
、
一
九
六
○
年
代
半
ば
か
ら
七
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
大

学
紛
争
が
激
化
し
、
小
学
も
紛
争
の
腿
乱
が
続
い
た
。
私
州
で
恐
縮
な

が
ら
、
縦
者
が
文
学
部
の
専
任
助
手
に
採
川
さ
れ
研
究
所
に
勤
務
し
た

の
が
一
九
七
○
年
で
あ
る
。
甥
年
、
研
究
所
創
設
と
基
礎
固
め
に
尽
力

し
た
川
中
允
所
員
が
退
職
し
青
山
学
院
大
学
へ
教
授
と
し
て
着
任
し
た
蕊
一

縦
粁
は
そ
の
後
任
と
し
て
専
任
所
貝
（
文
学
部
専
任
識
師
）
と
な
っ
た
が
、

刈
時
は
紛
争
が
激
し
く
、
研
究
所
の
職
務
遂
行
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
態
に

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
部
の
肚
取
蔵
沖
を
麻
布
校
介
に
避
雌
さ
せ
、
大

学
付
近
の
ア
パ
ー
ト
で
仕
擬
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
日
々
が
続
い
た
が
、
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8６ 
一
九
七
一
年
十
二
月
の
暮
れ
近
く
、
全
面
移
転
を
決
断
し
実
行
。
現
在

と
迷
い
、
陸
の
孤
島
と
言
わ
れ
た
麻
布
校
舎
は
交
通
不
便
で
、
隔
絶
さ

れ
た
慾
は
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
が
、
大
学
院
棟
当
時
の
五
倍
の
広
さ
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
幅
広
い
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
当
時
の
蔵
書
は
約
二
万
冊
。

一
九
七
二
年
に
は
創
設
二
十
周
年
を
記
念
し
て
朝
日
繊
堂
で
「
能
の

講
淡
と
映
画
の
夕
」
を
開
催
し
、
野
上
博
士
朧
修
・
昭
和
十
年
制
作
の
、

能
の
初
の
ト
ー
キ
ー
「
葵
上
」
（
英
語
版
。
鉄
道
省
観
光
局
制
作
・
桜

間
金
太
郎
・
宝
生
新
ほ
か
）
を
上
映
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
の
行
方
を

探
索
す
る
仕
事
が
筆
者
の
拠
当
で
、
あ
ち
こ
ち
尋
ね
、
京
柵
の
近
代

フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
迫

力
満
点
の
フ
ィ
ル
ム
を
所
貝
で
試
写
し
た
時
の
感
激
は
今
に
忘
れ
な
い
。

翌
一
九
七
三
年
三
月
に
は
、
創
立
一
一
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
一
．
能
楽
衡
料
集
成
」
く
わ
ん
や
洲
店
・
第
一
期
二
十
冊
）
を
創
刊
し
た
。

能
楽
研
究
所
が
進
め
て
来
た
溢
料
蒐
集
と
調
奔
研
究
の
成
果
を
公
開
し
、

そ
の
活
用
を
願
っ
て
、
未
刊
・
稀
槻
の
貴
重
漬
科
を
翻
印
ま
た
は
影
印

で
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
誠
に
遅
い
歩
み
な
が
ら
、
近
く
完
結
の
予

定
で
あ
る
が
、
学
界
・
能
界
に
提
供
し
た
い
資
料
は
数
多
く
、
将
来
、

新
榊
想
の
も
と
に
第
二
期
に
赫
手
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

他
方
、
》
九
七
四
年
に
は
宿
願
の
紀
要
「
能
楽
研
究
」
を
創
刊
し
た
。

蒐
集
資
料
の
紹
介
な
ど
研
究
所
の
事
業
報
告
と
所
員
の
研
究
成
果
の
発

表
と
を
柱
に
、
能
界
・
学
界
の
動
向
を
研
究
所
の
立
場
か
ら
概
観
し
た

研
究
展
望
・
能
界
展
望
も
加
え
て
い
る
。
本
年
三
川
で
第
二
十
八
号
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
創
刊
号
に
香
西
精
顧
問
の
「
観
阿
弥
生
国

寿
夫
賞
・
催
花
賞

紀
要
を
創
刊
し
た
一
九
七
四
年
の
十
二
月
に
、
能
を
め
ぐ
る
初
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
世
界
の
中
の
能
〉
が
本
学
で
Ⅲ
か
れ
（
後
日
、
報
告

諜
「
世
界
の
中
の
能
」
を
法
政
大
学
出
版
局
か
ら
出
し
た
）
、
肢
終
日

に
は
同
年
六
月
に
設
定
さ
れ
た
「
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
」

の
第
一
回
授
戒
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
枇
阿
弥
の
花
の
思
想
を
体

現
し
能
と
は
何
か
を
問
い
続
け
つ
つ
一
九
七
三
年
十
二
月
、
柵
し
く
も

Ｈ
１
三
歳
で
急
逝
し
た
観
世
寿
夫
氏
の
能
界
・
劇
界
に
お
け
る
業
績
を

記
念
し
て
、
ご
遺
族
か
ら
の
ご
寄
付
等
に
基
づ
い
て
本
学
が
設
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
顕
著
な
業
紙
や
舞
台
成
果
を
示
し
た
減
者
、
研
究
者
・

評
論
家
、
能
楽
の
絲
及
に
画
献
し
た
個
人
・
川
体
に
卿
ら
れ
、
昨
年
命

日
の
梢
翫
忌
に
発
表
し
て
い
る
。
二
○
○
一
臣
年
度
で
二
十
五
回
を
迎
え

た
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
一
九
八
七
年
一
一
一
月
、
寄
託
さ
れ
て
い
た

「
観
世
新
九
郎
家
文
庫
」
を
服
部
康
治
氏
よ
り
受
脱
し
、
翌
山
Ⅱ
、
服

部
記
念
法
政
大
学
能
楽
振
興
雅
金
が
設
定
さ
れ
「
雌
花
倣
」
が
発
足
し

た
。
観
Ⅲ
新
九
郎
家
の
先
祖
で
能
の
作
者
と
し
て
名
問
い
観
世
小
次
郎

偏
光
の
技
芸
を
明
国
の
人
が
揮
毫
し
た
「
雌
花
」
の
額
が
、
服
部
家
に

家
宝
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
の
に
因
ん
だ
名
称
で
あ
る
。
地
力
在
住
の

能
楽
蝿
子
方
等
の
功
労
肴
を
顕
彰
し
て
い
る
（
後
に
狂
画
〃
・
ワ
キ

ガ
・
制
作
に
も
広
げ
た
）
。
二
○
○
三
年
度
で
十
五
回
を
数
え
る
。
二

つ
の
償
と
も
年
々
そ
の
評
価
が
尚
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
選
考
実

論
再
検
」
を
掲
救
し
た
よ
う
に
、
所
風
以
外
の
研
究
将
に
も
寄
稿
を
願

い
、
誌
面
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。
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試
演
能
ほ
か

一
九
八
二
年
十
月
に
は
、
創
設
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
教
職
員
と

家
族
対
象
の
初
の
能
楽
鑑
批
会
（
浅
見
奥
州
主
減
〈
淌
経
〉
ほ
か
）
と
、

］
股
に
も
公
開
し
た
第
一
Ⅲ
試
減
能
「
Ⅲ
阿
弥
本
に
よ
る
〈
姿
林

院
三
（
主
減
・
観
肚
銚
之
血
ほ
か
）
を
復
曲
上
減
し
た
。
研
究
判
と
減

４
富
士
見
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
再
移
転

今
Ⅱ
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
る
能
楽
研
究
所
の
軌
跡
は
、
大
学
の
歩
み

と
亜
な
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
大
学
紛
争
が
全
国
に
波
及
し
た
七

○
年
代
前
半
は
、
混
乱
を
避
け
て
一
九
七
一
年
ご
一
川
末
か
ら
｜
九
八

○
年
三
月
ま
で
麻
布
三
の
橋
の
麻
布
校
舎
に
移
転
す
る
な
ど
稚
い
体
験

も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
困
難
も
所
員
の
努
力
で
乗
り
越
え
て
き
た
二
麻

布
時
代
も
蔵
書
の
充
実
と
研
究
の
発
展
に
努
め
た
が
、
一
九
八
○
年
四

月
に
は
嵐
士
児
キ
ャ
ン
バ
ス
の
八
十
年
館
へ
再
移
転
し
、
ざ
ら
に
充
実

し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

盗
料
公
開
の
糀
神
を
堅
持
し
、
能
楽
の
総
合
的
研
究
機
関
と
し
て
、

微
力
な
が
ら
も
、
綱
森
・
研
究
、
能
界
へ
の
画
献
に
努
め
て
い
る
。
研

究
科
や
学
生
や
愛
好
者
に
ま
じ
っ
て
能
楽
師
の
万
々
も
閲
覧
に
兇
え
、

減
川
研
究
や
離
合
活
動
に
役
立
て
て
い
る
こ
と
も
特
飛
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
近
年
は
、
海
外
か
ら
の
研
究
稀
の
来
紡
も
あ
い
つ
ぎ
、
外
図
の
研

究
者
に
と
っ
て
、
能
楽
研
究
所
は
最
適
の
環
境
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る

務
も
能
楽
研
究
所
の
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

者
と
の
共
同
作
業
で
進
め
た
も
の
で
、
こ
れ
以
後
、
能
界
で
は
復
曲
活

動
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
こ
の
試
演
能
が
先
駆
け
と
な
っ
た
形
で
あ
る
。

以
後
、
「
古
減
川
に
よ
る
〈
葵
上
〉
’
（
主
減
・
浅
見
奥
州
）
、
狂
言

〈
鷺
×
川
淡
Ⅱ
野
村
刀
之
丞
〔
現
・
関
〕
、
茂
山
千
五
郎
〔
現
・
下
作
〕
、
一

噸
仙
幸
）
の
復
曲
と
、
木
下
順
二
作
〈
彦
巾
ぱ
な
し
〉
を
新
滅
川
に
よ

る
試
減
を
行
っ
た
（
出
菰
Ⅱ
野
村
〃
作
、
野
村
〃
之
雄
〔
現
・
脚
〕
、
野
村

武
川
〔
現
・
萬
斎
〕
ほ
か
）
。

一
九
九
二
年
六
川
に
は
、
創
投
四
十
周
年
記
念
能
と
し
て
、
人
気
Ⅲ

〈
道
成
寺
〉
の
原
曲
〈
範
を
〉
を
復
曲
し
て
評
判
を
呼
ん
だ
（
出
滅
Ⅱ
浅

見
真
州
、
宝
生
閑
、
観
世
銑
之
亟
ほ
か
）
。
こ
の
時
は
会
場
の
国
立
能

楽
堂
と
共
催
し
て
「
能
楽
文
献
資
料
展
」
も
行
い
、
予
想
を
越
え
る
来

観
者
の
た
め
Ⅱ
録
を
蝋
剛
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
万
、
一
九
八
五
年
度
か
ら
三
年
計
阿
で
鯛
川
文
耶
蔵
汀
烏
伊
兵
衛

氏
搬
影
の
妬
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
「
砧
家
の
而
影
」
を
Ⅱ
本
私
学
振
興
財
団

の
学
術
研
究
補
助
金
を
受
け
て
Ⅳ
生
卵
業
に
取
り
組
み
、
』
九
八
八
年

二
川
に
完
成
、
何
川
に
国
立
能
楽
地
で
、
川
川
に
学
内
で
、
識
ヴ
会
を

開
催
し
た
。
同
年
川
月
、
前
述
の
よ
う
に
、
文
学
部
付
職
か
ら
独
逝
の

研
究
所
に
制
度
が
変
更
さ
れ
、
所
長
は
研
究
所
の
巡
徴
委
員
会
で
選
出

す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。

一
九
九
三
年
十
月
に
は
、
創
設
以
来
四
十
年
の
こ
う
し
た
活
動
が
認

め
ら
れ
、
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
財
団
よ
り
「
日
本
唯
一
の
能
楽

研
究
所
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
能
楽
研
究
に
従
事
し
優
れ
た
成
果
を
あ

げ
る
と
と
も
に
、
能
楽
の
現
場
に
獄
極
的
に
生
か
す
活
動
を
行
い
、
能

界
の
活
性
化
に
大
き
な
役
削
を
染
た
し
二
我
が
剛
伝
統
文
化
の
存
続
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５
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
。
タ
ワ
ー
へ
の
移
転

一
九
九
五
年
夏
か
ら
は
、
大
学
を
日
常
的
に
社
会
に
開
か
れ
た
形
で
、

知
的
な
世
界
で
市
民
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
〈
開
か
れ
た
法
政

、
〉
の
糒
神
に
則
り
、
広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
「
法
政
大

学
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
」
を
大
学
院
と
共
催
し
、
今
も
継
続
し
て
い
る
二

九
九
九
年
か
ら
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
も
加
わ
る
）
。
テ
ー

マ
は
第
一
回
「
能
楽
戦
後
五
十
年
」
、
第
二
回
「
式
楽
へ
の
道
の
り
」
、

第
一
一
．
回
「
手
紙
や
日
記
が
語
る
能
・
征
一
一
『
巳
、
第
四
何
「
能
楽
百
年
‐

二
十
一
世
紀
へ
の
贈
り
物
」
、
第
五
回
「
能
の
デ
ザ
イ
ン
を
琴
え
る
」
、

第
六
回
「
風
姿
化
伝
六
ｎ
年
世
阿
弥
に
学
ぶ
」
で
、
講
帥
陣
に
人
を

得
、
姉
年
、
、
名
余
の
受
識
者
が
熱
心
に
聴
徽
し
て
い
る
。

ま
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
へ
協
力
し
て
一
九
九
六
年
か

ら
開
術
し
た
初
心
者
向
け
の
「
能
楽
識
座
」
も
回
を
重
ね
て
い
る
。
能

楽
セ
ミ
ナ
ー
が
専
門
裸
稔
な
ら
、
こ
ち
ら
は
救
迷
牒
程
に
あ
た
る
も
の

で
、
二
つ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
人
気
を
博
し
て
い
る
。

二
○
○
○
年
．
二
月
に
は
竣
正
な
っ
た
尚
屑
ビ
ル
の
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・

タ
ワ
ー
の
泌
階
に
移
娠
し
た
。
前
年
か
ら
移
転
作
業
の
準
備
に
肴
手
し

た
が
、
約
半
世
紀
の
間
に
蒐
集
に
努
め
た
蔵
諜
は
膨
大
で
、
か
つ
鳩
山

文
脈
・
観
肚
新
九
郎
家
文
庫
・
般
若
衛
文
庫
・
三
宅
文
庫
・
楠
川
文

脈
・
鷺
流
狂
言
水
野
文
庫
・
古
川
文
脈
・
香
西
文
順
・
野
上
文
噸
・
丸

岡
文
庫
・
樅
野
文
庫
・
横
道
文
庫
の
各
種
文
庫
に
加
え
、
徳
川
宗
敬
氏

と
発
展
に
多
大
の
貢
献
」
を
し
た
と
し
て
、
第
十
三
回
ポ
ー
ラ
文
化
特

賞
を
受
賞
し
た
。

寄
囎
「
文
化
七
年
一
愉
家
刊
一
宝
生
流
舞
嚇
附
仕
舞
謡
」
｜
の
表
紙
を

含
む
全
丁
の
版
木
、
神
林
家
寄
附
金
剛
右
京
遺
愛
の
長
〃
ほ
か
能
楽
図

響
、
諸
井
価
平
氏
旧
蔵
宗
生
流
謡
本
ほ
か
能
楽
資
料
、
川
巾
ト
ク
氏
寄

贈
京
観
枇
丼
上
家
な
ら
び
に
田
中
求
能
楽
識
料
、
後
藤
紳
介
氏
旧
蔵
能

楽
関
係
雑
誌
ほ
か
、
倉
田
啓
弘
氏
寄
鮒
近
代
能
楽
史
溢
料
ほ
か
多
数
の

資
料
も
あ
り
、
移
転
作
業
は
大
変
で
あ
っ
た
が
、
事
務
嘱
託
や
大
学
院

樅
諸
君
の
協
力
を
得
て
、
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
明
る
く
見
附
ら

し
の
い
い
環
境
で
、
書
庫
を
含
む
全
体
の
耐
稲
四
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル

は
、
創
設
当
初
の
十
愉
強
の
広
さ
で
あ
る
。

ま
た
、
妬
階
の
ス
カ
ィ
ホ
ー
ル
に
は
組
立
式
の
開
放
的
な
能
舞
台
も

で
き
（
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
は
な
く
床
而
に
組
立
て
る
形
。
鏡
板
は
屏
風

仕
立
て
・
観
客
席
二
二
○
）
、
川
月
に
竣
工
記
念
能
に
〈
翁
〉
（
友
枝
昭

肚
・
山
本
来
次
郎
ほ
か
）
と
〈
羽
衣
〉
（
友
伎
昭
阯
・
宝
生
閑
ほ
か
）
を

上
演
し
、
大
学
あ
げ
て
そ
の
竣
工
を
祝
っ
た
③
な
お
、
そ
の
後
、
正
学

部
武
者
英
二
教
授
と
ゼ
ミ
生
諸
蒋
に
よ
る
「
能
舞
台
一
の
二
十
分
の
一

の
模
型
が
完
成
し
、
ガ
ラ
ス
の
ケ
ー
ス
に
収
め
て
あ
る
。

移
転
後
も
蔵
普
の
寄
贈
や
譲
渡
が
相
次
い
だ
。
初
代
所
長
井
本
健
作

お
よ
び
艸
本
良
一
氏
旧
蔵
謡
本
ほ
か
能
楽
資
料
、
槍
常
太
郎
氏
旧
蔵
能

楽
資
料
（
三
役
養
成
会
関
係
資
料
も
含
む
）
、
研
究
所
創
設
と
基
礎
固
め

に
尽
力
さ
れ
た
Ⅲ
中
允
氏
か
ら
は
番
外
曲
関
係
資
料
ほ
か
の
能
楽
図
普

資
料
の
、
観
世
流
シ
テ
方
の
河
村
隆
司
氏
か
ら
は
古
今
諸
流
の
謡
本
を

は
じ
め
と
す
る
膨
大
な
能
楽
資
料
の
譲
渡
・
寄
囎
が
あ
っ
た
亘

ま
た
、
創
設
五
十
周
年
を
記
念
し
て
中
藤
健
三
氏
か
ら
は
岳
父
で
あ

る
能
画
家
飯
塚
正
贋
氏
旧
蔵
「
能
御
絵
鑑
」
二
帖
（
伝
狩
野
存
湖
躯
）
の
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８９能楽Iij｢究所ﾉｴ1.年の歩み
寄
託
を
受
け
る
と
と
も
に
飯
塚
氏
の
能
剛
や
能
而
図
巻
も
受
鮒
し
た
。

能
耐
作
家
岸
本
雅
之
氏
か
ら
は
能
而
「
小
面
」
の
寄
剛
を
受
け
、
柾
島

弾
和
子
氏
か
ら
江
島
伊
兵
衛
氏
の
肖
像
写
真
の
寄
鯛
を
受
け
た
。
金
券

安
明
氏
か
ら
は
、
番
外
謡
曲
を
集
成
し
た
江
、
期
謡
本
の
寄
託
を
受
け

た
。

６
五
十
周
年
記
念
事
業

二
○
○
二
年
の
創
設
五
十
脚
年
記
念
に
は
、
側
係
機
関
の
ご
文
援
ご

協
力
を
得
て
、
次
の
記
念
小
業
・
行
瓢
を
行
っ
た
。

Ａ
能
楽
セ
ミ
ナ
ー
「
能
楽
の
源
流
を
探
る
」
（
全
六
日
間
。
七
月
）
＠

大
隙
伝
来
の
伎
楽
や
灘
楽
、
寺
院
の
声
明
、
民
衆
を
熱
狂
さ
せ
た
歌

や
藤
な
ど
、
能
楽
に
流
れ
込
ん
だ
様
々
な
芸
能
を
と
り
あ
げ
、
能
楽
挺

生
ま
で
の
歴
史
を
探
る
企
画
で
あ
る
。
術
師
と
題
日
は
芝
祐
靖
氏
一
楽

劇
の
臘
鵬
」
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
氏
「
声
明
の
灘
き
、
論
り

へ
の
道
」
、
揃
生
美
津
子
氏
「
早
歌
の
リ
ズ
ム
」
、
賜
場
光
子
氏
－
１
今
様

の
歌
識
一
、
川
口
和
夫
氏
「
田
楽
・
猟
楽
の
熱
狂
」
、
金
券
安
明
氏
・
西

野
春
雄
「
翁
猿
楽
の
祈
り
」
で
あ
っ
た
ご
多
彩
な
講
師
陣
と
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
、
充
実
し
た
講
座
が
実
現
し
た
。
一
笑
講
荷
延
べ
四
八
○
名
。

Ｂ
記
念
展
示
「
能
楽
資
料
の
美
」
（
前
期
Ⅱ
七
月
二
Ⅱ
～
十
九
Ⅲ
』

後
期
Ⅱ
十
月
『
Ⅱ
～
十
九
Ⅱ
）
。

研
究
所
が
所
蔵
す
る
峯
川
か
ら
近
代
ま
で
の
能
楽
浅
科
の
中
か
ら
、

美
術
的
価
仙
の
商
い
も
の
を
厳
選
し
、
金
券
禅
竹
写
一
日
記
・
人
形
・

回
伝
」
、
下
問
少
進
竿
「
童
灘
抄
一
一
舞
台
之
図
」
、
「
光
悦
謡
本
１
－
、
「
弘

化
勧
進
能
興
行
絵
巻
」
、
飯
塚
正
賢
氏
旧
蔵
「
能
御
絵
鑑
」
な
ど
、
六

１
点
を
雁
示
し
た
。
会
場
は
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
Ⅲ
階
の
博
物
館

展
示
室
。
資
格
課
程
コ
ー
ス
と
の
共
催
で
、
準
備
に
は
博
物
館
学
芸
員

実
習
の
一
環
と
し
て
学
生
論
君
が
協
力
し
た
。
こ
の
方
式
は
今
後
の
モ

デ
ル
に
な
る
も
の
と
思
う
衝
来
訪
希
約
千
六
百
名
。
本
展
示
に
つ
い
て

は
、
主
担
当
の
滑
崎
雅
彦
所
員
に
よ
る
搬
告
（
パ
ネ
ル
の
文
蹴
と
腱
示

Ⅱ
録
｝
を
本
砿
前
号
に
掛
救
し
た
。

ｃ
記
念
出
版
。
野
上
豊
一
郎
箸
一
太
郎
冠
者
・
山
伏
行
状
記
」
（
能

楽
研
究
所
綱
・
槍
轡
店
刊
。
四
六
判
一
一
○
八
頁
。
、
三
○
○
Ｎ
）

二
○
○
一
年
六
月
に
野
上
家
か
ら
寄
蝋
さ
れ
た
資
料
の
巾
か
ら
五
十

年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ
た
野
ｆ
博
ｔ
の
未
発
表
原
稿
一
山
伏
行
状
品
」
と

Ⅱ
本
叢
普
一
太
郎
冠
符
行
状
」
（
生
活
社
．
一
九
四
肛
年
｝
ほ
か
を
中
心

に
ま
と
め
た
柾
一
一
一
口
随
想
で
、
征
討
に
益
場
す
る
太
郎
冠
荷
と
山
伏
像
に

注
Ⅲ
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
入
門
将
で
も
あ
る
。
十
川
刊
。
出
版
を
ご
快
諾

ｒ
さ
っ
た
叫
上
鮒
王
氏
と
、
出
版
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
桷
諏
府

に
対
し
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
解
説
は
橘
本
朝
生
所
貝
が
担
当
し
た
。

Ｄ
記
念
頒
布
。
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
旧
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
「
名
家

の
面
影
」
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
化
。

鵬
山
文
庫
主
人
江
烏
伊
兵
衛
氏
が
昭
利
七
～
九
年
に
か
け
て
雌
影
し

た
岐
古
の
映
像
（
サ
イ
レ
ン
ト
｝
で
、
断
片
な
が
ら
、
初
仙
悔
芳
ガ
ミ
｜

郎
・
松
本
災
・
野
口
兼
溢
・
先
代
桜
間
金
太
郎
・
金
剛
右
京
・
先
代
喜

多
大
平
太
・
先
々
代
観
世
左
近
・
宝
生
新
な
ど
、
近
代
の
黄
金
時
代
を

築
い
た
名
手
た
ち
の
至
芸
を
収
め
る
賢
璽
な
フ
ィ
ル
ム
。
研
究
所
で
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
フ
ィ
ル
ム
を
現
代
に
再
生
し
て
記
録
の
保
存
を

図
る
と
と
も
に
研
究
資
料
と
し
て
役
肱
つ
一
」
と
を
願
い
、
一
九
八
八
年
、
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9０ 
新
た
に
謡
を
吹
き
込
む
な
ど
し
て
二
時
間
の
映
像
に
編
集
し
た
も
の
で
、

当
時
か
ら
Ｖ
Ｈ
Ｓ
化
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
今
回
、
創
設
五
十

周
年
を
記
念
し
て
Ｖ
Ｈ
Ｓ
化
に
踏
み
切
り
頒
布
し
た
（
十
月
十
日
）
。

頒
価
・
八
○
○
○
円
。
解
説
は
西
野
春
雄
が
担
当
し
た
。

＊
幸
い
に
本
も
ビ
デ
オ
も
共
に
好
評
で
（
特
に
ビ
デ
オ
は
完
光
し
追

加
し
た
「
研
究
所
で
も
扱
っ
て
お
り
、
ご
希
望
の
力
は
お
申
し

込
み
い
た
だ
き
た
い
。

Ｅ
記
念
能
。
新
作
能
〈
草
枕
〉
の
上
演
（
十
一
月
十
五
日
）
。

制
作
Ⅱ
能
楽
研
究
所
・
鏡
仙
会
。
文
学
部
と
共
催
。

こ
れ
ま
で
の
試
演
能
で
は
復
曲
を
手
掛
け
て
き
た
が
、
今
回
は
現
代

に
お
け
る
新
作
能
の
可
能
性
を
追
及
す
べ
く
、
新
作
能
を
試
み
た
。

創
立
八
十
周
年
を
迎
え
た
文
学
部
も
、
野
上
博
士
を
は
じ
め
漱
石
門

下
の
文
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
漱
石
の
新
体
詩

「
鬼
突
寺
の
一
夜
」
を
基
に
「
喰
枕
」
の
世
界
を
借
り
た
夢
幻
能
を
櫛

鯉
し
た
。
旅
の
詩
人
（
観
仕
鍍
之
丞
）
と
美
し
い
優
良
乙
女
の
霊
（
浅
見

奥
州
）
と
の
出
会
い
の
物
語
で
あ
る
。
西
野
春
雄
作
詞
、
浅
見
真
州
作

曲
・
作
舞
。
会
場
Ⅱ
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
の
特
設
舞
台
。
二
部
制
。
一
部
二

部
と
も
解
説
（
西
野
）
、
仕
辨
〈
菊
慈
童
〉
（
山
本
順
之
「
〈
笠
ノ
段
〉
（
高

橋
職
「
一
綱
〈
勧
進
帳
〉
（
梅
若
六
郎
・
屯
井
忠
雄
）
に
続
い
て
上
演
し

た
。
会
場
の
都
合
で
招
待
制
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
ぜ
ひ
一
般

公
開
の
機
会
を
設
け
た
い
と
思
う
ｃ
〈
草
枕
〉
の
上
演
台
本
な
ど
詳
細

は
本
誌
掲
救
の
別
稿
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

Ｆ
記
念
事
業
「
世
阿
弥
全
集
」
の
再
出
発

設
立
趣
意
背
に
調
っ
た
「
世
阿
弥
事
典
・
一
出
版
計
画
は
そ
の
後
「
世

三
○
○
一
年
五
月
、
能
楽
は
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
無
形
文
化
遡
産

の
傑
作
の
宣
言
」
を
受
け
世
界
の
文
化
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
中
世
に

生
ま
れ
、
近
世
の
波
に
洗
わ
れ
、
激
動
の
近
代
を
乗
り
越
え
、
今
日
で

は
世
界
の
人
々
の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
能
楽
。
初
め
て
こ
の
能
楽
に
触

れ
た
外
国
人
た
ち
は
、
何
を
感
じ
、
何
を
発
見
し
た
で
あ
ろ
う
。
能
に

魅
せ
ら
れ
た
外
国
人
た
ち
は
、
そ
の
新
鮮
な
ま
な
ざ
し
で
能
の
本
衝
を

鋭
く
指
摘
し
、
深
く
洞
察
し
て
い
る
。
か
つ
て
野
上
博
士
は
「
新
し
い

目
を
も
っ
て
見
、
新
し
い
頭
を
も
っ
て
考
え
る
の
で
な
け
れ
ば
、
能
の

最
も
本
質
的
な
も
の
は
捉
め
な
い
…
能
の
本
統
に
芸
術
的
な
研
究
は
、

わ
れ
わ
れ
が
外
国
人
の
目
を
も
っ
て
見
直
し
、
外
国
人
の
頭
を
も
っ
て

考
え
直
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
「
能
の
再
生
一
一
九
三

五
年
・
岩
波
書
店
）
と
提
言
し
た
。

ま
さ
に
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
た
見
方
や
考
え
方
を
し
て
い
て
は
、

新
し
い
研
究
は
進
ま
な
い
ｃ
我
々
は
外
国
人
の
新
鮮
な
視
点
や
独
創
的

な
研
究
に
学
ぶ
点
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
我
々
の
方
か
ら
発

阿
弥
能
楽
論
築
」
に
変
更
さ
れ
た
も
の
の
実
現
を
見
ず
に
い
た
が
、
創

設
五
十
周
年
馴
業
と
し
て
新
榊
想
に
よ
る
「
枇
阿
弥
全
災
一
を
計
画
し

た
。
肚
阿
弥
の
思
恕
や
作
品
を
枇
界
に
む
け
て
発
偏
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

な
お
ビ
デ
オ
の
作
成
や
〈
草
枕
〉
の
試
獅
ほ
か
創
設
五
十
周
年
記
念

事
業
に
対
し
、
有
限
会
社
柾
青
様
よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
賜
っ
た
。
そ

の
ご
芳
志
に
対
し
篤
く
御
礼
叩
し
あ
げ
る
。

７
新
た
な
出
発
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９１能楽ｉｉﾙ先)ﾘ｢ﾉｆﾄｲﾄﾞの歩み

偏
す
る
こ
と
も
ま
た
多
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
二
○
○
二
年
一
○
月
、

本
学
が
文
部
科
学
省
の
ｎ
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
（
卓
越
し
た
研
究
拠
点
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
公
幕
し
採
択
さ
れ
た
テ
ー
マ
「
日
本
発
信
の
国
際
日
本
学
の
臓

築
」
は
、
能
楽
研
究
所
の
め
ざ
す
方
向
と
亜
な
る
。
能
楽
研
究
所
も
そ

の
・
魂
を
机
い
、
現
在
、
研
究
所
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

テ
ー
マ
「
世
界
の
中
の
能
楽
‐
｜
に
む
け
て
、
調
在
・
研
究
に
勝
手
し
た

典
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
外
国
人
に
よ
る
能
・
狂
言
の
翻
訳
、
研

究
、
エ
ッ
セ
イ
や
創
作
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
「
外
国
人
の
能
楽
発

兄
と
研
究
」
を
解
明
し
、
あ
る
い
は
、
妓
艮
か
つ
行
締
な
能
楽
盗
科
を

Ｎ
内
外
の
研
究
機
関
や
研
究
背
へ
発
偏
し
て
い
く
一
．
能
楽
盗
料
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
促
進
と
同
際
発
偏
」
な
ど
で
あ
る
。
後
昔
で
は
、
共
同
研
究

の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
「
演
能
記
録
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
」
の
発
信
を
開

胤・ｌ）低｜今究らｎＪ
き［ｌそ活でまの研能近
、もの殆ので拠究な年
類早たに冊も点者限は
縁<め交究外とのり、
機作に流発国し》|〈応ｌ】(ｌ
Ｉｌｑ成もを友人てｉｉ力えｌ）ｌ
とす、瀧や研、も、外
のる蔵め術究能多社の
連と了！$て演者楽く会芙
携とのいをを研、へ術
協も盤き積客先１１の館
力に術た極貝所本貫や
も、をい的所はば献博
進創強エに貝そかも物
め設化行とのり‘し､ｉＷｉ
な以しつし役で掛か
が来ててて；ＩＨＩなげら
らの総き受をくての
、資合たけ采｜ｕい｛１１
研料的が入た界る，{{，
究公な、れしの｡要
・開蔵今、つＩＩ１ま論
iiIliの香後所つのたも
介繍目は且あ能海多
活神録、もる楽外〈
動ををよ外・研か、

、

の
成
果
の
二

始
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
｜
世
界
（

と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
版
活
動
、
研
究
的
に
も
意
義
の
あ
る
能
楽
鑑
倣
会
や
市
民
講
座
・
講

演
会
・
国
際
研
究
集
会
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
能
楽
研
究
の

発
腱
、
能
楽
の
振
興
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
。
関
係
各
位
の
こ
れ
ま
で

の
ご
協
力
に
深
謝
申
し
あ
げ
、
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申

し
あ
げ
る
。
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